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ＣＯＣＯバス運行見直し

色弱体感レンズ

し
な
い
か
。
愛
知
万
博
で
は
Ａ
Ｅ

Ｄ
で
４
人
の
命
を
救
っ
た
。
市
で

は
Ａ
Ｅ
Ｄ
を　

か
所
に
設
置
し
て

５０

い
る
が
、
救
急
の
時
、
設
置
場
所

が
す
ぐ
に
わ
か
ら
な
け
れ
ば
救
命

で
き
な
い
の
で
、
携
帯
版
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
の
表
示
を
行
っ
て
い
た

だ
き
た
い
。

　

総
務
部
長　

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
場

所
を
市
民
に
周
知
す
る
必
要
性
は

十
分
認
識
し
て
い
る
。
民
間
に
つ

い
て
は
今
後
検
討
す
る
。
携
帯
版

は
情
報
シ
ス
テ
ム
課
と
協
議
す
る
。

■
そ
の
他
、「
出
産
育
児
一
時
金

の
更
な
る
拡
充
を
」
の
質
問
。

紀　

由
紀
子
（
公
明
党
）

　

虚
市
民
の
命
を
守
る
た
め
の
救

急
の
対
策
に
つ
い
て
、「
救
急
医

療
情
報
キ
ッ
ト
」
を
導
入
し
な
い

か
。
高
齢
者
や
障
害
者
等
が
、
か

か
り
つ
け
医
・
服
薬
内
容
・
緊
急

連
絡
先
な
ど
救
急
措
置
に
必
要
な

情
報
を
容
器
（
救
急
医
療
情
報
キ

ッ
ト
）
に
収
め
冷
蔵
庫
に
あ
ら
か

じ
め
保
管
し
て
お
き
、
急
病
等
で

救
急
車
の
救
急
措
置
を
受
け
る
際
、

情
報
を
活
用
し
、
救
命
活
動
に
役

立
て
る
も
の
で
日
本
で
は
、
港
区

が
先
駆
け
て
い
る
。

　

福
祉
保
健
部
長　

検
討
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
。

　

許
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細

動
器
）の
市
内
の
設
置
場
所
を（
官

民
含
め
て
）
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

携
帯
版
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
表
示

い
り
た
い
。

　

許
市
民
へ
の
情
報
発
信
に
つ
い

て
カ
ラ
ー
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ

ン
（
特
に
色
弱
）
に
対
す
る
十
分

な
配
慮
が
で
き
て
い
る
の
か
。

　

学
校
教
育
部
長　

改
め
て
適
切

な
指
導
の
徹
底
を
図
り
た
い
。

　

福
祉
保
健
部
長　

質
問
を
契
機

に
色
の
認
識
に
対
す
る
配
慮
を
改

め
て
行
い
た
い
。

■
そ
の
他
、「
特
に
医
療
機
関
や

保
健
セ
ン
タ
ー
へ
の
交
通
網
を
充

実
整
備
し
て
ほ
し
い
」
に
つ
い
て

質
問
し
ま
し
た
。

小
林
正
樹
（
公
明
党
）

　

虚
消
費
者
問
題
が
深
刻
化
し
て

い
る
現
状
か
ら
、
国
で
は
消
費
者

庁
を
発
足
さ
せ
た
が
、
小
金
井
市

に
お
い
て
も
現
状
の
消
費
者
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
な
い
か
。
契
「
消
費
生
活
相

談
室
」
を
も
っ
と
組
織
的
に
明
確

に
し
、
充
実
し
た
形
で
「
消
費
者

セ
ン
タ
ー
」
と
し
て
設
置
で
き
な

い
か
。
形
非
常
勤
職
員
で
あ
る
相

談
員
の
雇
用
を
安
定
化
す
る
こ
と

で
、
更
に
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
力

を
入
れ
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

　

市
民
部
長　

契
現
在
策
定
中
の

第
４
次
基
本
構
想
基
本
計
画
の
中

で
、
行
政
全
体
の
施
策
の
一
つ
と

し
て
整
備
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
。

形
現
行
の
規
定
の
中
で
、
安
定
し

た
相
談
体
制
の
整
備
に
努
め
て
ま

賃
補
助
制
度
が
あ
る
国
が
あ
る
。

公
営
住
宅
の
入
居
を
希
望
し
、
入

居
基
準
を
ク
リ
ア
し
て
抽
選
に
も

れ
た
人
な
ど
に
家
賃
補
助
制
度
を

つ
く
っ
た
ら
ど
う
か
。

　

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長　

他
市

で
始
め
れ
ば
小
金
井
市
で
も
研
究

し
た
い
。

　

距
年
金
な
ど
収
入
は
一
定
あ
る

が
、
保
証
人
が
い
な
い
人
な
ど
に

公
的
保
証
人
制
度
を
つ
く
っ
た
ら

ど
う
か
。

　

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長　

現
在

は
保
証
人
協
会
等
を
通
じ
て
お
願

い
し
て
い
る
。

関
根
優
司
（
日
本
共
産
党
）

　

虚
小
金
井
市
内
に
は
空
き
家
は

５
千　

戸
、
全
国
的
に
も　

％
が

４００

１２

空
き
家
で
あ
る
。
社
会
的
に
住
宅

は
余
っ
て
い
る
の
に
住
宅
に
困
っ

て
い
る
人
は
大
勢
い
る
と
い
う
ミ

ス
マ
ッ
チ
が
あ
る
。
４
月
に
公
営

住
宅
収
入
基
準
が
引
き
下
げ
ら
れ

た
。
こ
れ
に
よ
り
明
渡
し
を
迫
ら

れ
る
人
が
出
る
。
柔
軟
な
対
応
を

す
べ
き
。

　

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長　

市
営

住
宅
の
収
入
超
過
者
は
現
在
７
名
、

５
年
間
の
経
過
措
置
終
了
後
に
は

８
名
に
な
る
。
一
定
金
額
の
上
乗

せ
を
家
賃
に
す
れ
ば
住
み
続
け
る

こ
と
が
で
き
る
。
明
渡
し
を
求
め

ら
れ
る
高
額
所
得
者
は
い
な
い
。

　

許
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
社
会
的

な
余
剰
住
宅
の
活
用
と
し
て
も
家

　

都
市
整
備
部
長　

契
東
町
も
中

町
循
環
も
一
日
の
平
均
乗
降
客
数

は　

人
余
で
、
北
東
部
循
環
と
比

２００
べ
る
と
７
分
の
１
程
度
。
平
成　
２２

年
度
に
は
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
等
で

検
討
し
、
よ
り
多
く
の
人
に
利
用

し
て
い
た
だ
く
方
法
を
研
究
す
る
。

形
一
般
乗
合
運
送
の
免
許
を
取
得

し
、
本
格
運
行
に
つ
な
げ
た
い
。

申
請
に
当
た
っ
て
地
域
合
意
を
得

る
た
め
の
会
議
を　

月
に
予
定
。

１１

　

市
長　

径
時
間
帯
ご
と
の
利
用

者
数
な
ど
統
計
を
取
っ
て
み
る
。

高
齢
者
や
障
害
の
あ
る
方
が
優
先

で
ご
利
用
い
た
だ
き
た
い
。

露
口
哲
治
（
自
民
党
小
金
井
）

　

コ
コ
バ
ス
貫
井
・
前
原
循
環
で

は
、
府
中
の
新
町
に
隣
接
す
る
貫

井
南
町
地
域
へ
の
ル
ー
ト
拡
大
や

東
町
、
中
町
循
環
の
効
率
的
運
行
、

そ
し
て
野
川
・
七
軒
家
循
環
で
は

増
便
の
要
望
が
届
い
て
い
る
。
契

黒
字
路
線
と
言
わ
れ
る
北
東
部
循

環
と
東
町
、
中
町
循
環
を
一
本
化

し
た
場
合
の
距
離
を
比
較
す
る
と

お
お
む
ね
１
対
１
・
３
で
あ
る
。東

町
、
中
町
循
環
を
一
本
化
し
、
便

数
を
増
や
す
べ
き
だ
。
形
野
川
・

七
軒
家
循
環
は
貸
切
り
バ
ス
の
特

例
で
運
行
し
て
い
る
。
早
期
の
一

般
乗
合
い
バ
ス
と
し
て
の
認
可
を

受
け
る
よ
う
に
。
径
野
川
・
七
軒

家
循
環
は
駅
前
始
発
に
な
っ
て
か

ら
利
用
客
が
倍
増
し
、
乗
り
残
し

が
発
生
し
て
い
る
。
解
消
策
を
。

予
定
。
径
サ
ク
ラ
関
連
団
体
の
窓

口
は
生
涯
学
習
課
が
受
け
持
つ
。

　

許
市
内
全
体
の
サ
ク
ラ
を
活
用

し
た
ま
ち
づ
く
り
の
検
討
。
契
さ

く
ら
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
の
導
入
を
。

形
さ
く
ら
フ
ァ
ン
ド
の
創
設
を
。

径
「
桜
憲
章
」、「
桜
保
護
条
例
」

の
検
討
を
。

　

環
境
部
長　

契
径
市
の
「
玉
川

上
水
・
小
金
井
桜
整
備
活
用
計
画
」

を
策
定
す
る
中
で
検
討
し
た
い
。

形
研
究
課
題
と
し
た
い
。

　

市
長　

桜
は
小
金
井
市
の
シ
ン

ボ
ル
で
あ
る
。
市
民
と
と
も
に
桜

を
育
成
し
て
い
き
た
い
。

村
山
秀
貴
（
民
主
・
社
民
）

　

虚
今
年
８
月
に
東
京
都
は
「
史

跡
玉
川
上
水
整
備
活
用
計
画
」
を

発
表
し
平
成　

年
度
か
ら　

年
間

２２

１０

で
往
年
の
山
桜
並
木
を
取
り
戻
す

方
針
を
明
ら
か
に
し
た
。
小
金
井

市
の
対
応
を
問
う
。
契
桜
の
苗
木

育
成
や
補
植
の
予
算
措
置
は
。
形

市
民
団
体
と
の
協
働
に
つ
い
て
早

め
に
役
割
分
担
を
協
議
す
る
場
を
。

径
市
内
の
サ
ク
ラ
に
つ
い
て
行
政

内
部
の
窓
口
一
本
化
を
。

　

生
涯
学
習
部
長　

名
勝
小
金
井

桜
復
活
の
大
き
な
機
会
と
捉
え
９

月
補
正
予
算
に
「
玉
川
上
水
・
小

金
井
桜
整
備
活
用
計
画
」
を
策
定

す
る
た
め
の
委
託
費
用
を
予
算
計

上
し
た
。
契
前
向
き
に
検
討
す
る
。

形
計
画
を
策
定
す
る
中
で
団
体
の

調
査
を
行
い
協
議
の
場
を
設
け
る

　

市
長　

白
熱
灯
は
作
ら
な
い
と

い
う
メ
ー
カ
ー
も
出
て
く
る
と
い

う
時
代
の
変
化
が
来
て
い
る
。
今

後
の
導
入
を
計
画
的
に
や
っ
て
い

く
必
要
が
あ
る
。

　

許
可
燃
ご
み
処
理
の
新
技
術
研

究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
設
置

す
べ
き
で
あ
る
。
加
水
分
解
や
炭

素
化
等
の
非
焼
却
施
設
が
実
際
に

稼
動
を
始
め
た
。
他
自
治
体
の
研

究
も
具
体
的
に
進
ん
で
い
る
。

　

ご
み
処
理
施
設
担
当
部
長　

全

国
的
な
情
報
を
含
め
て
、
今
後
な

お
国
分
寺
市
と
一
緒
に
情
報
収
集

し
て
い
き
た
い
。

斎
藤
康
夫
（
市
民
会
議
）

　

虚 

削
減
は
地
球
温
暖
化
防
止

の
た
め
に
各
国
が
取
り
組
ま
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
最
重
要
課
題
で
あ

る
。
民
主
党
の
マ
ニ
ュ
フ
ェ
ス
ト

で
は
、
２
０
２
０
年
ま
で
に　

％
２５

削
減
を
明
記
し
た
。
小
金
井
市
と

し
て
も
で
き
る
こ
と
は
最
大
限
の

努
力
を
す
べ
き
で
あ
る
。
街
路
灯

や
防
犯
灯
・
公
園
灯
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に

CO２

替
え
る
こ
と
に
よ
り 

削
減
、
電

気
料
金
、
維
持
管
理
費
の
削
減
を

す
べ
き
で
あ
る
。

　

都
市
整
備
部
長　

Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
替

え
れ
ば 

の
削
減
は　

％
。
初
期

５０

投
資
を
考
え
て
も
、
８
年
間
程
度

で
同
じ
経
費
額
に
な
る
。

　

交
通
対
策
課
長　

Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
研

究
は
我
々
も
行
っ
て
い
る
。
実
験

的
に
市
内
２
か
所
設
置
し
て
い
る
。

CO２

CO２

「
名
勝

小
金
井
桜

「
名
勝　

小
金
井
桜
」」の
復
活
で

の
復
活
で

ま
ち
づ
く
り

ま
ち
づ
く
り
をを

市
民
の
命
を
守
る
た
め

市
民
の
命
を
守
る
た
め
のの

救
急
の
対
策

救
急
の
対
策
をを

住
宅
に
困
っ
て
い
る
人

住
宅
に
困
っ
て
い
る
人
にに

ど
う
手
を
差
し
伸
べ
る

ど
う
手
を
差
し
伸
べ
る
かか

削
減
は
Ｌ
Ｅ
Ｄ

 

削
減
は
Ｌ
Ｅ
Ｄ
でで

新
ご
み
処
理
は
非
焼
却

新
ご
み
処
理
は
非
焼
却
でで

Ｃ Ｏ ２

コ
コ
バ
ス
運
行
改
善
策

コ
コ
バ
ス
運
行
改
善
策
をを

問問
うう

消
費
者
行
政
サ
ー
ビ
ス

消
費
者
行
政
サ
ー
ビ
ス
のの

向
上
を
提
案
す

向
上
を
提
案
す
るる

「国の名勝」に指定されているヤマザクラ「小金井」の並木群


